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し
げ 

た
け

重
竹
遺
跡 

（
下
有
知
周
辺
）

様々な埋葬方法

　
長
良
川
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
周
辺
の
Ａ
地
点
で
は
多
く
の
住
居

跡
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
集
落
は
縄
文
時
代
か
ら
続
く
集

落
で
人
々
が
生
活
す
る
竪
穴
建
物
の
他
に
、
古
代
の
鍛
冶
工
房

と
考
え
ら
れ
る
竪
穴
建
物
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
は
鉄
滓
（
鉄
製

品
を
生
産
し
た
際
に
出
る
鉄
く
ず
が
固
ま
っ
た
も
の
）
が
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
集
落
か
ら
「
美
濃
国
」
と
印
さ
れ

た
須
恵
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
須
恵
器
は
現
在
の
岐
阜
市
で
作
ら
れ
た
も
の
で
、
関
市

内
で
は
、
郡
衙
に
関
わ
り
が
あ
る
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
ま
す
。

こ
の
集
落
か
ら
長
良
川
を
挟
ん
だ
対
岸
に
は
古
代
の
役
所
で

あ
っ
た
武
義
郡
衙
が
所
在
し

て
い
る
こ
と
か
ら
役
所
と
強

い
関
係
が
あ
る
集
落
で
す
。

　
そ
し
て
さ
ら
に
北
の
Ｂ
地

点
で
も
、
古
墳
時
代
か
ら
奈

良
時
代
に
か
け
て
の
大
規
模

集
落
が
営
ま
れ
、
当
時
と
し

て
は
珍
し
い
火
葬
後
に
遺
骨

を
入
れ
る
蔵
骨
器
が
出
土
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
鉄
製
の
刀
子

が
住
居
か
ら
出
土
し
て
い
ま

す
。き

っ 

た

 

お
き

吉
田
沖
遺
跡 

（
黒
屋
周
辺
）

　
現
在
、
整
然
と
区
画
さ
れ
て
い
る
水
田
地
帯
は
、
古
代
に
お

い
て
も
水
田
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
古
代
で
は

人
々
を
戸
籍
に
登
録
し
て
、
六
歳
に
な
る
と
水
田
（
口
分
田
）

を
与
え
、
か
わ
り
に
収
穫
物
な
ど
を
収
め
さ
せ
る
税
が
課
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
遺
跡
は
そ
の
口
分
田
の
た
め
に
土
地
を
碁

盤
の
目
の
よ
う
に
区
画
し
た
様
子
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
お 

す
ぎ

お
お 

す
ぎ
に
し

お
お 

す
ぎ

は
い

じ

大
杉
遺
跡･

大
杉
廃
寺･

大
杉
西
遺
跡

　
津
保
川
の
支
流
で
あ
る
蜂
屋
川
左
岸
の
台
地
上

に
所
在
し
、
県
道
三
四
五
号
（
関
坂
祝
線
）
を
境
に

東
に
大
杉
遺
跡
・
大
杉
廃
寺
、
西
に
大
杉
西
遺
跡
が

広
が
り
ま
す
。

　
大
杉
遺
跡
で
は
延
べ
二
一
次
に
わ
た
る
発
掘
調

査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
現
在
の
さ
く
ら
み
団
地
や

ふ
る
さ
と
農
園
の
あ
た
り
で
は
奈
良
時
代
の
竪
穴

建
物
が
一
七
軒
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
杉
廃
寺
は
、
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）・
昭
和

五
〇
年
（
一
九
七
五
）
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
現

在
の
香
林
寺
の
一
画
で
古
代
寺
院
の
基
壇
と
五
三

〇
点
に
及
ぶ
瓦
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
八
・
九
世
紀

の
寺
院
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
さ
ら

に
遡
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
事

例
が
少
な
く
詳
細
は
不
明
で
あ
る
た
め
今
後
の
調

査
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
杉
西
遺
跡
で
も
縄
文
時
代
か
ら
古
代
に
か
け

て
生
活
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
古
代
は
住

居
跡
が
多
数
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
、
五×

二
間
の
掘
立
柱
建
物
（
地
面
に
柱
を
埋
め
て
建
て

た
建
物
）
が
一
棟
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
周

辺
で
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
大
型
の
建
物
で
、
竪

穴
建
物
が
主
体
の
一
般
の
集
落
と
は
異
な
る
様
相

の
建
物
で
す
。
周

辺
で
は
調
査
が
行

わ
れ
て
い
な
い
の

で
今
後
の
調
査
に

よ
っ
て
建
物
の
性

格
が
判
明
す
る
事

が

期

待

さ

れ

ま

す
。
寺
院
も
発
見

さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
大
杉
地
域
の

有
力
者
の
存
在
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

か
ら 

す
き

唐
鋤
遺
跡 
（
東
田
原
）

　
津
保
川
の
支
流
で
あ
る
蜂
屋
川
右
岸
の
河
岸
段
丘
低
位
面
に
所
在
し

て
い
ま
す
。
平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
の
第
六
次
調
査
で
は
、
平
安
時
代

後
期
の
墓
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
墓
に
は
副
葬
品
と
考
え
ら
れ
る

径
七
一
㎜
の
和
鏡
と
鉄
鎌
が
埋
葬
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
金
属
製

品
は
貴
重
品
で
あ
り
有
力
者
が
所
在
し
て
い
た
集
落
の
可
能
性
が
考
え

ら
れ
ま
す
。　仏教が広まるにつれ人々の埋葬にも影響を与えます。文武4

年（700）に道昭という僧が初めて火葬を行うと、天皇や貴族の

間に広まりました。武義郡では、他の美濃地域より先行して火

葬を導入しており、重竹遺跡では蔵骨器（火葬後に遺骨を入れ

る容器）が発見されました。さらに土葬（遺体をそのまま土に埋

める）も行われており、石で組まれたお墓や、鏡や鉄鎌といっ

たとても貴重な品がともに埋葬された遺

跡が発見されています。

土壙墓

（唐鋤遺跡）
石組墓

（重竹遺跡Ａ1 地点）

蔵骨器

（重竹遺跡Ｂ地点） 和鏡

掘立柱建物 （大杉西遺跡）
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大杉西遺跡

吉田沖遺跡

大杉遺跡・大杉廃寺

重竹遺跡

弥勒寺
官衙遺跡群 北後遺跡

榿ノ木洞遺跡・
榿ノ木洞１･２号窯跡

末洞１･２号古窯跡

唐鋤遺跡

池之洞古窯跡

田之洞古窯跡
砂行古窯跡

◎

古代の遺跡 （関市）

◎=関市役所

※遺跡名は、図録や展示で紹介している遺跡のみ表示しています。

国の役人 （国司）
は中央から派遣
される

国

郡

領民

地方

中央

郡の役人 （郡司）
は在地の有力者

律令制の地方支配

鉄鎌
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 ５
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原

始

古

代

中

世

近

世

近

・
現
代令和

平成

昭和

大正

江戸

室町

鎌倉

平安

奈良

古墳

弥生

旧石器

縄文

(飛鳥）

南北朝

安土桃山

明治

世
紀

時
代

てっ　　 さい

〔令和２年９月現在　岐阜県遺跡地図登録分〕

※ 「滅失」となった遺跡も含む

　
関
市
は
古
代
に
は
「
美
濃
国 

武
義
郡
」と
呼
ば
れ
ま

し
た
。
美
濃
国
に
は
国
府
（
県
庁
の
よ
う
な
役
割
を
持

つ
）
が
置
か
れ
、
郡
を
管
理
し
ま
し
た
。
武
義
郡
に
は
郡

衙
（
市
役
所
の
よ
う
な
役
割
を
持
つ
）
が
置
か
れ
、
在
地

の
有
力
者
一
族
が
役
人
に
任
命
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
武
義
郡
で
は
、
ム
ゲ
ツ
氏
と
い
う
一
族
が

古
墳
時
代
か
ら
古
代
に
お
い
て
支
配
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
「
身
毛
君
広
」
は
、
壬
申

の
乱
で
、
大
海
人
皇
子
（
後
の
天
武
天
皇
）
の
勝
利
に
大

き
く
貢
献
し
た
と
し
て
名
前
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
池
尻
の
弥
勒
寺
で
は
、
寺
院
跡
、
郡
衙
遺
跡
、
祭
祀
遺

跡
が
近
接
し
て
発
見
さ
れ
、
天
皇
中
心
の
支
配
体
制
下

で
の
地
方
支
配
の
様
子
が
分
か
る
全
国
的
に
も
大
変

珍
し
い
遺
跡
群
で
す
。
そ
し
て
、
市
内
各
地
で
発
見
さ

れ
て
い
る
集
落
遺
跡
で
は
、
郡
衙
・
ム
ゲ
ツ
氏
と
の
関

係
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
貴
重
な
品
が
発
見
さ
れ

集
落
に
も
有
力
者
の
存
在
や
、
仏
教
の
伝
来
を
示
す
遺

跡
、
そ
の
他
に
も
官
営
と
考
え
ら
れ
る
窯
跡
や
工
人
の

集
落
も
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
関
地
域
以
外
で

は
集
落
跡
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
調
査
に
よ

る
発
見
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

関
市
の
古
代

　
ヤ
マ
ト
政
権
で
は
、
聖
徳
太
子
や
蘇
我
氏
が
仏
教
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
「
大
王
」
を
中
心
と
し
た
国
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

そ
し
て
、
大
化
の
改
新
な
ど
に
よ
っ
て
有
力
豪
族
を
排
除
す
る
こ

と
で
権
力
を
強
め
た
「
大
王
」
は
「
天
皇
」
と
改
め
、
都
を
築
き

支
配
体
制
を
整
え
て
行
き
ま
し
た
。

　
天
武
元
年
（
六
七
二
）
、
天
皇
の
後
継
者
を
め
ぐ
り
壬
申
の
乱
が

起
こ
り
ま
す
。
敗
れ
た
有
力
者
達
を
排
除
し
た
事
で
よ
り
強
大
な

権
力
が
天
皇
に
集
ま
り
、
中
国
の
都
を
参
考
に
し
た
藤
原
京
が
現

在
の
奈
良
県
に
造
ら
れ
ま
す
。
和
同
三
年
（
七
一
〇
）
に
な
る
と
、

同
じ
く
奈
良
県
に
平
城
京
が
築
か
れ
、
「
奈
良
時
代
」
と
呼
ば
れ
ま

す
。
こ
の
時
代
に
律
令
（
現
在
の
法
律
に
近
い
）
が
整
え
ら
れ
て

い
き
、
身
分
や
制
度
に
基
づ
い
た
天
皇
中
心
の
支
配
体
制
が
確
立

し
ま
す
。
一
方
で
、
地
方
は
国
ご
と
に
分
け
、
都
か
ら
役
人
を
派

遣
し
て
支
配
し
ま
し
た
。
国
は
複
数
の
郡
、
郡
は
さ
ら
に
複
数
の

里(

郷)

と
細
か
く
分
か
れ
ま
す
。
そ
し
て
戸
籍
を
つ
く
り
、
人
々

や
土
地
（
口
分
田
）
や
税
（
租
・
庸
・
調
制
）
を
管
理
し
ま
し
た
。

　
聖
武
天
皇
が
位
に
つ
い
て
間
も
な
く
、
伝
染
病
や
大
災
害
が
起

こ
り
社
会
が
混
乱
し
ま
す
。
そ
こ
で
全
国
に
国
分
寺
・
国
分
尼
寺

を
建
て
る
よ
う
命
令
し
、
東
大
寺
に
は
大
仏
を
造
る
命
令
を
出
し
、

仏
教
の
力
に
よ
っ
て
全
国
を
治
め
よ
う
と
し
ま
す
。
す
る
と
、
平

城
京
で
は
次
第
に
仏
教
が
強
大
な
権
力
を
持
ち
、
政
治
に
影
響
を

及
ぼ
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
延
暦
一
三
年
（
七
九
四
）
、
そ
う
し
た
勢
力
の
影
響
を
避
け
る
た

め
京
都
府
に
都
を
移
し
（
遷
都
）
、
平
安
京
を
造
り
「
平
安
時
代
」

が
始
ま
り
ま
す
。
奈
良
の
仏
教
勢
力
の
影
響
力
は
薄
れ
、
再
び
天

皇
の
権
力
が
高
ま
り
ま
す
。
し
か
し
、
藤
原
氏
な
ど
有
力
官
僚
の

力
が
増
し
て
い
き
、
華
や
か
な

生
活
を
送
り
貴
族
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
生
活
を
支
え
る
た
め
に

次
第
に
税
が
重
く
な
っ
て
い
き
、

制
度
が
崩
壊
し
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
貴
族
の
力
が
失

わ
れ
る
と
治
安
が
悪
化
し
て
い

き
武
力
に
よ
る
統
治
へ
と
移
り

始
め
中
世
へ
と
続
き
ま
す
。

古
代
（
奈
良
時
代
・
平
安
時
代
）
天
皇
中
心
の
国
づ
く
り
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の
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発
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さ
れ
ま
し
た
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の
集
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時
代
か
ら
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く
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で
人
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が
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る
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穴
建
物
の
他
に
、
古
代
の
鍛
冶
工
房

と
考
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ら
れ
る
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穴
建
物
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り
、
こ
こ
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ら
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鉄
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鉄
製
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を
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し
た
際
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く
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が
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も
の
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い
ま
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そ
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他
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た
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ま
す
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こ
の
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は
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も
の
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す
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こ
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に
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で
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郡
衙
が
所
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て
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る
こ
と
か
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所
と
強

い
関
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が
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る
集
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す
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そ
し
て
さ
ら
に
北
の
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地
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で
も
、
古
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時
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ら
奈

良
時
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に
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集
落
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に
遺
骨

を
入
れ
る
蔵
骨
器
が
出
土
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
鉄
製
の
刀
子

が
住
居
か
ら
出
土
し
て
い
ま

す
。き

っ 

た

 

お
き

吉
田
沖
遺
跡 

（
黒
屋
周
辺
）

　
現
在
、
整
然
と
区
画
さ
れ
て
い
る
水
田
地
帯
は
、
古
代
に
お

い
て
も
水
田
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
古
代
で
は

人
々
を
戸
籍
に
登
録
し
て
、
六
歳
に
な
る
と
水
田
（
口
分
田
）

を
与
え
、
か
わ
り
に
収
穫
物
な
ど
を
収
め
さ
せ
る
税
が
課
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
遺
跡
は
そ
の
口
分
田
の
た
め
に
土
地
を
碁

盤
の
目
の
よ
う
に
区
画
し
た
様
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が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
お 

す
ぎ

お
お 

す
ぎ
に
し

お
お 

す
ぎ

は
い

じ

大
杉
遺
跡･

大
杉
廃
寺･

大
杉
西
遺
跡

　
津
保
川
の
支
流
で
あ
る
蜂
屋
川
左
岸
の
台
地
上

に
所
在
し
、
県
道
三
四
五
号
（
関
坂
祝
線
）
を
境
に

東
に
大
杉
遺
跡
・
大
杉
廃
寺
、
西
に
大
杉
西
遺
跡
が

広
が
り
ま
す
。

　
大
杉
遺
跡
で
は
延
べ
二
一
次
に
わ
た
る
発
掘
調

査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
現
在
の
さ
く
ら
み
団
地
や

ふ
る
さ
と
農
園
の
あ
た
り
で
は
奈
良
時
代
の
竪
穴

建
物
が
一
七
軒
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
杉
廃
寺
は
、
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）・
昭
和

五
〇
年
（
一
九
七
五
）
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
現

在
の
香
林
寺
の
一
画
で
古
代
寺
院
の
基
壇
と
五
三

〇
点
に
及
ぶ
瓦
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
八
・
九
世
紀

の
寺
院
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
さ
ら

に
遡
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
事

例
が
少
な
く
詳
細
は
不
明
で
あ
る
た
め
今
後
の
調

査
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
杉
西
遺
跡
で
も
縄
文
時
代
か
ら
古
代
に
か
け

て
生
活
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
古
代
は
住

居
跡
が
多
数
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
、
五×

二
間
の
掘
立
柱
建
物
（
地
面
に
柱
を
埋
め
て
建
て

た
建
物
）
が
一
棟
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
周

辺
で
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
大
型
の
建
物
で
、
竪

穴
建
物
が
主
体
の
一
般
の
集
落
と
は
異
な
る
様
相

の
建
物
で
す
。
周

辺
で
は
調
査
が
行

わ
れ
て
い
な
い
の

で
今
後
の
調
査
に

よ
っ
て
建
物
の
性

格
が
判
明
す
る
事

が

期

待

さ

れ

ま

す
。
寺
院
も
発
見

さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
大
杉
地
域
の

有
力
者
の
存
在
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

か
ら 

す
き

唐
鋤
遺
跡 

（
東
田
原
）

　
津
保
川
の
支
流
で
あ
る
蜂
屋
川
右
岸
の
河
岸
段
丘
低
位
面
に
所
在
し

て
い
ま
す
。
平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
の
第
六
次
調
査
で
は
、
平
安
時
代

後
期
の
墓
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
墓
に
は
副
葬
品
と
考
え
ら
れ
る

径
七
一
㎜
の
和
鏡
と
鉄
鎌
が
埋
葬
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
金
属
製

品
は
貴
重
品
で
あ
り
有
力
者
が
所
在
し
て
い
た
集
落
の
可
能
性
が
考
え

ら
れ
ま
す
。　仏教が広まるにつれ人々の埋葬にも影響を与えます。文武4

年（700）に道昭という僧が初めて火葬を行うと、天皇や貴族の

間に広まりました。武義郡では、他の美濃地域より先行して火

葬を導入しており、重竹遺跡では蔵骨器（火葬後に遺骨を入れ

る容器）が発見されました。さらに土葬（遺体をそのまま土に埋

める）も行われており、石で組まれたお墓や、鏡や鉄鎌といっ

たとても貴重な品がともに埋葬された遺

跡が発見されています。

土壙墓

（唐鋤遺跡）
石組墓

（重竹遺跡Ａ1 地点）

蔵骨器

（重竹遺跡Ｂ地点） 和鏡

掘立柱建物 （大杉西遺跡）
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大杉西遺跡

吉田沖遺跡

大杉遺跡・大杉廃寺

重竹遺跡

弥勒寺
官衙遺跡群 北後遺跡

榿ノ木洞遺跡・
榿ノ木洞１･２号窯跡

末洞１･２号古窯跡

唐鋤遺跡

池之洞古窯跡

田之洞古窯跡
砂行古窯跡

◎

古代の遺跡 （関市）

◎=関市役所

※遺跡名は、図録や展示で紹介している遺跡のみ表示しています。

国の役人 （国司）
は中央から派遣
される

国

郡

領民

地方

中央

郡の役人 （郡司）
は在地の有力者

律令制の地方支配

鉄鎌

 ３

 ４

 ５

 ６

 ７

 ８

 ９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

原

始

古

代

中

世

近

世

近

・
現
代令和

平成

昭和

大正

江戸

室町

鎌倉

平安

奈良

古墳

弥生

旧石器

縄文

(飛鳥）

南北朝

安土桃山

明治

世
紀

時
代

てっ　　 さい

〔令和２年９月現在　岐阜県遺跡地図登録分〕

※ 「滅失」となった遺跡も含む

　
関
市
は
古
代
に
は
「
美
濃
国 

武
義
郡
」と
呼
ば
れ
ま

し
た
。
美
濃
国
に
は
国
府
（
県
庁
の
よ
う
な
役
割
を
持

つ
）
が
置
か
れ
、
郡
を
管
理
し
ま
し
た
。
武
義
郡
に
は
郡

衙
（
市
役
所
の
よ
う
な
役
割
を
持
つ
）
が
置
か
れ
、
在
地

の
有
力
者
一
族
が
役
人
に
任
命
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
武
義
郡
で
は
、
ム
ゲ
ツ
氏
と
い
う
一
族
が

古
墳
時
代
か
ら
古
代
に
お
い
て
支
配
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
「
身
毛
君
広
」
は
、
壬
申

の
乱
で
、
大
海
人
皇
子
（
後
の
天
武
天
皇
）
の
勝
利
に
大

き
く
貢
献
し
た
と
し
て
名
前
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
池
尻
の
弥
勒
寺
で
は
、
寺
院
跡
、
郡
衙
遺
跡
、
祭
祀
遺

跡
が
近
接
し
て
発
見
さ
れ
、
天
皇
中
心
の
支
配
体
制
下

で
の
地
方
支
配
の
様
子
が
分
か
る
全
国
的
に
も
大
変

珍
し
い
遺
跡
群
で
す
。
そ
し
て
、
市
内
各
地
で
発
見
さ

れ
て
い
る
集
落
遺
跡
で
は
、
郡
衙
・
ム
ゲ
ツ
氏
と
の
関

係
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
貴
重
な
品
が
発
見
さ
れ

集
落
に
も
有
力
者
の
存
在
や
、
仏
教
の
伝
来
を
示
す
遺

跡
、
そ
の
他
に
も
官
営
と
考
え
ら
れ
る
窯
跡
や
工
人
の

集
落
も
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
関
地
域
以
外
で

は
集
落
跡
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
調
査
に
よ

る
発
見
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

関
市
の
古
代

　
ヤ
マ
ト
政
権
で
は
、
聖
徳
太
子
や
蘇
我
氏
が
仏
教
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
「
大
王
」
を
中
心
と
し
た
国
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

そ
し
て
、
大
化
の
改
新
な
ど
に
よ
っ
て
有
力
豪
族
を
排
除
す
る
こ

と
で
権
力
を
強
め
た
「
大
王
」
は
「
天
皇
」
と
改
め
、
都
を
築
き

支
配
体
制
を
整
え
て
行
き
ま
し
た
。

　
天
武
元
年
（
六
七
二
）
、
天
皇
の
後
継
者
を
め
ぐ
り
壬
申
の
乱
が

起
こ
り
ま
す
。
敗
れ
た
有
力
者
達
を
排
除
し
た
事
で
よ
り
強
大
な

権
力
が
天
皇
に
集
ま
り
、
中
国
の
都
を
参
考
に
し
た
藤
原
京
が
現

在
の
奈
良
県
に
造
ら
れ
ま
す
。
和
同
三
年
（
七
一
〇
）
に
な
る
と
、

同
じ
く
奈
良
県
に
平
城
京
が
築
か
れ
、
「
奈
良
時
代
」
と
呼
ば
れ
ま

す
。
こ
の
時
代
に
律
令
（
現
在
の
法
律
に
近
い
）
が
整
え
ら
れ
て

い
き
、
身
分
や
制
度
に
基
づ
い
た
天
皇
中
心
の
支
配
体
制
が
確
立

し
ま
す
。
一
方
で
、
地
方
は
国
ご
と
に
分
け
、
都
か
ら
役
人
を
派

遣
し
て
支
配
し
ま
し
た
。
国
は
複
数
の
郡
、
郡
は
さ
ら
に
複
数
の

里(

郷)

と
細
か
く
分
か
れ
ま
す
。
そ
し
て
戸
籍
を
つ
く
り
、
人
々

や
土
地
（
口
分
田
）
や
税
（
租
・
庸
・
調
制
）
を
管
理
し
ま
し
た
。

　
聖
武
天
皇
が
位
に
つ
い
て
間
も
な
く
、
伝
染
病
や
大
災
害
が
起

こ
り
社
会
が
混
乱
し
ま
す
。
そ
こ
で
全
国
に
国
分
寺
・
国
分
尼
寺

を
建
て
る
よ
う
命
令
し
、
東
大
寺
に
は
大
仏
を
造
る
命
令
を
出
し
、

仏
教
の
力
に
よ
っ
て
全
国
を
治
め
よ
う
と
し
ま
す
。
す
る
と
、
平

城
京
で
は
次
第
に
仏
教
が
強
大
な
権
力
を
持
ち
、
政
治
に
影
響
を

及
ぼ
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
延
暦
一
三
年
（
七
九
四
）
、
そ
う
し
た
勢
力
の
影
響
を
避
け
る
た

め
京
都
府
に
都
を
移
し
（
遷
都
）
、
平
安
京
を
造
り
「
平
安
時
代
」

が
始
ま
り
ま
す
。
奈
良
の
仏
教
勢
力
の
影
響
力
は
薄
れ
、
再
び
天

皇
の
権
力
が
高
ま
り
ま
す
。
し
か
し
、
藤
原
氏
な
ど
有
力
官
僚
の

力
が
増
し
て
い
き
、
華
や
か
な

生
活
を
送
り
貴
族
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
生
活
を
支
え
る
た
め
に

次
第
に
税
が
重
く
な
っ
て
い
き
、

制
度
が
崩
壊
し
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
貴
族
の
力
が
失

わ
れ
る
と
治
安
が
悪
化
し
て
い

き
武
力
に
よ
る
統
治
へ
と
移
り

始
め
中
世
へ
と
続
き
ま
す
。

古
代
（
奈
良
時
代
・
平
安
時
代
）
天
皇
中
心
の
国
づ
く
り

16



弥
勒
寺
東
遺
跡 

【
郡
衙
】

　
郡
衙
は
郡
に
置
か
れ
た
役
所
で
す
。
主
な
仕
事
は
、
戸
籍
の

作
成
に
よ
る
人
口
の
把
握
、
土
地
の
管
理
、
税
の
徴
収
お
よ
び

都
へ
の
輸
送
で
す
。
郡
衙
は
機
能
ご
と
に
お
お
ま
か
に
分
け

る
と
、
役
人
が
執
務
を
行
う
建
物
群
は
「
郡
庁
」
、
武
義
郡
各
地

か
ら
税
と
し
て
徴
収
し
た
米
を
保
管
す
る
建
物
は
「
正
倉
」
、

国
か
ら
の
使
者
を
も
て
な
す
宴
の
料
理
な
ど
を
作
る
建
物
は

「
厨
（
く
り
や
）
」
、
役
人
た
ち
が
宿
泊
す
る
建
物
は
「
館
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
遺
跡
は
全
国
で
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま

と
ま
っ
て
発
見
さ
れ
る
こ
と
は
と
て
も
貴
重
で
す
。

　
武
義
郡
衙
は
長
良
川
よ
り
一
段
高
い
河
岸
段
丘
上
に
作
ら

れ
て
お
り
、
洪
水
の
被
害
の
心
配
が
無
く
、
税
な
ど
の
物
資
は

川
を
利
用
し
た
運
搬
が
し
や
す
い
場
所
に
計
画
的
に
つ
く
ら

れ
ま
し
た
。

役所ならではの
道具たち

　『円面硯』は、古代の役人が文字を書くときに使用

しました。位の高い役人ほど大きな硯を使い、下級

役人は土器の裏側を利用していました(転用硯）。

　『把手付中空円面硯』は小型の硯で、把手と筆立

てが付く可能性がある痕跡が確認されています。体

部と把手の接合部に孔

が開き、水も携帯でき

たと考えられています。

　
現
在
の
池
尻
地
区
に
所
在
す
る
弥
勒
寺
の
西
、
池
尻
山

の
麓
に
位
置
し
ま
す
。
寺
院
跡
や
祭
祀
遺
跡
の
発
掘
調
査

で
は
「
大
寺
」
と
墨
で
書
か
れ
た
土
器
（
墨
書
土
器
）
が
多
く

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
が
古
代
の
正
式
な
名
称
は
不
明
で

す
。

　
こ
の
寺
院
は
七
世
紀
後
半
に
建
立
さ
れ
た
ム
ゲ
ツ
氏
の

氏
寺
（
一
族
の
権
力
を
示
す
寺
）
で
あ
り
、
壬
申
の
乱
の
論

功
行
賞
と
し
て
技
術
者
な
ど
の
援
助
を
受
け
建
立
し
た
可

能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
塔
の
礎
石
と
基
壇
（
地
面
を
突
き

固
め
て
一
段
高
く
造
成
し
た
も
の
）
、
塔
の
西
側
に
金
堂
の

基
壇
が
あ
り
、
北
に
は
講
堂
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
講
堂
・
塔
・
金
堂

の
配
置
か
ら
奈
良
県

の
法
起
寺
式
の
伽
藍

配
置
を
し
た
寺
院
で
、

川
原
寺
式
の
軒
丸
瓦

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

とってつきちゅうくうえんめんけん

※復元

把手付中空円面硯円面硯

えんめんけん

炭化米

正倉 （復元想定図）

「大寺」 と書かれた墨書土器

塔心礎 （塔の礎石）
寺院 （復元想定図）

※五重の塔は三重の塔の可能性もあると考えられています。

み

　
　ろ
く

　
　じ

　
　か
ん

　
　が

ぐ
ん

　ち
ょ
う

　い
ん

し
ょ
う

　そ
う

　い
ん

弥勒寺官衙遺跡群　航空写真

弥
勒
寺
跡 

【
寺
院
】

み

　ろ
く

　じ

　あ
と

じ
い
ん

み

　ろ
く

　じ 

ひ
が
し

ぐ
ん
が

　
郡
庁
院
は
役
人
が
仕
事
を
す
る
場
で
す
。
国
か
ら
来
た
役
人
を
迎
え
た

り
、
元
旦
に
は
広
場
で
儀
式
を
し
た
り
と
様
々
で
し
た
。

　
発
掘
調
査
で
は
、
掘
立
柱
塀
で
囲
ま
れ
た
東
西
約
五
〇
ｍ×

南
北
約
六

〇
ｍ
の
範
囲
に
漢
字
の
「
品
」
に
似
た
建

物
の
配
置
を
し
て
い
ま
す
。
中
央
の
五
間

×

二
間
の
身
舎
に
廂
が
付
く
最
も
大
き

な
建
物
を
「
正
殿
」
と
い
い
、
三
時
期
の
建

替
え
に
よ
る
変
遷
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
廂
を
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
建
物
の

格
式
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
正

殿
の
両
脇
の
南
北
に
長
い
建
物
は
「
脇

殿
」
と
い
い
ま
す
。
廂
は
付
き
ま
せ
ん
。
郡

司
は
正
殿
で
仕
事
を
し
て
、
下
級
の
役
人

た
ち
は
脇
殿
で
仕
事
を
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
正
倉
院
は
、
郡
各
地
か
ら
徴
収
し
た
税
を
保
管
し
て
い
た
倉
で

す
。
奈
良
県
の
東
大
寺
に
あ
る
「
正
倉
院
」
が
有
名
で
す
が
、
官
営

の
倉
を
正
倉
と
言
い
、
穀
類
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
税
は

「
租
」
と
言
わ
れ
、
稲
穂
（
稲
の
先
を
切
っ
た
だ
け
の
も
の
）
が
保
管

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
集
め
た
税
は
、
郡
名
・
中
身
・
量
を
木
札
に
書

い
た
「
荷
札
木
簡
」
を
括
り
付
け
て
都
へ
と
送
ら
れ
ま
し
た
。
他
に

も
、
緊
急
時
の
備
蓄
や
、
財
源
と
し
て
郡
の
整
備
な
ど
に
も
使
用

さ
れ
ま
し
た
。
倉
は
総
柱
建
物
と
い
っ
て
、
稲
穂
を
入
れ
る
と
と

て
も
重
く
な
る
た
め
、
床
が
抜
け
な
い
よ
う
床
を
支
え
る
柱
が
あ

る
の
が
特
徴
で
す
。

　
現
在
八
棟
の
正
倉
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
北
と
西
と
東
に
は
溝

が
掘
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
東
西
一
三
〇
ｍ
の
区
画
さ
れ
た
範
囲
に

三
時
期
と
み
ら
れ
る
変
遷
が
あ
り
ま
す
。
中
に
は
火
災
に
よ
っ
て

消
失
し
た
倉
が
あ
り
、
燃
え
て
炭
化
し
た
米
が
厚
く
堆
積
し
て
い

る
様
子
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
郡
衙
と
寺
院
か
ら
尾
根
を
挟
ん
だ
西
の
谷
間
に
位
置
す

る
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
の
遺
跡
で
す
。
こ
の

谷
間
で
は
、
池
尻
山
に
降
る
雨
が
山
肌
を
伝
い
、
ま
た
は
地

下
か
ら
湧
き
出
し
て
谷
川
を
形
成
し
て
長
良
川
へ
注
い
で

い
ま
し
た
。
清
ら
か
な
水
が
流
れ
、
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
て

隔
絶
さ
れ
た
特
別
な
空
間
で
は
盛
ん
に
祭
祀
が
行
わ
れ
て

い
た
痕
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
調
査
地
内
北
で
合
流
す
る
二
条
の

自
然
流
路
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
東
か
ら
流
れ
る
自
然

流
路
の
左
岸
で
は
、
長
さ
約
一
〇
ｍ
、
幅
約
一
二
〇
～
一
五

〇
㎝
の
溝
が
自
然
流
路
に
並
行
し
て
掘
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
溝
は
上
流
の
湧
水
を
引
き
込
む
狙
い
で
つ
く
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
溝
と
自
然
流
路
の
合
流
地
点
は
、

も
う
一
条
の
自
然
流
路
の
合
流
地
点
と
近
く
、
そ
の
合
流
地

点
に
は
方
形
の
舞
台
の
よ
う
に
見
え
る
張
出
し
が
作
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
曲
げ
物
や
土
器
の
底
に
わ
ざ
と

穴
を
あ
け
て
、
湧
水
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
に
埋
設
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
水
が
湧
き
出
る
よ
う
に
み
せ
て
い
ま
し
た
。
祭
祀

に
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
木
製
品
は
、
人
・
舟
・
刀
を
か

た
ど
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
木
製
品
も
自
然
流

路
や
溝
か
ら
出
土
し
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
水
に
関
し
た

祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

祭祀の様子 （復元想定図）

弥
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旧石器
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南北朝

安土桃山

明治

世
紀

時
代

弥
勒
寺
官
衙
遺
跡
群

郡
庁
院

正
倉
院

　
池
尻
字
弥
勒
寺
を
中
心
に
所
在
す
る
こ
の
遺
跡
群
は
、
北

か
ら
流
れ
る
長
良
川
が
山
王
山
に
行
く
手
を
阻
ま
れ
鋭
角
に

西
へ
と
進
路
を
変
え
た
内
側
の
河
岸
段
丘
上
に
位
置
し
て
い

ま
す
。
古
代
の
地
方
支
配
の
様
相
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
と

て
も
貴
重
な
遺
跡
群
と
し
て
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
史
跡

公
園
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
遺
跡
群
は
、
古
墳
「
池
尻
大
塚
古
墳
」
・
寺
院
跡
「
弥
勒

寺
跡
」
・
古
代
の
役
所
「
弥
勒
寺
官
衙
遺
跡
（
弥
勒
寺
東
遺

跡
）
」
に
加
え
て
、
美
濃
市
大
矢
田
に
あ
る
弥
勒
寺
跡
か
ら

出
土
し
た
瓦
を
焼
い
た
窯
跡
「
丸
山
古
窯
跡
」
を
含
め
た
総

称
で
す
。
そ
し
て
現
時
点
で
は
国
指
定
史
跡
に
含
ま
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
役
所
と
寺
院
に
関
連
し
た
遺
跡
と
し
て
、
古
墳

と
寺
院
跡
の
間
に
あ

る
谷
か
ら
弥
勒
寺
西

遺
跡
が
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は

谷
か
ら
湧
き
出
る
水

辺
で
祭
祀
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
遺
跡
か

ら
、
古
く
は
古
墳
を

築
い
た
有
力
者
一
族

の
ム
ゲ
ツ
氏
が
、
古

代
に
は
中
央
か
ら
仏

教
な
ど
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
寺
院
を

築
き
、
祭
祀
を
お
こ

な
い
な
が
ら
武
義
郡

の
郡
衙
（
郡
の
役
所
）

で
郡
司
（
郡
の
役
人
）

と
し
て
支
配
・
管
理

を
す
る
様
子
が
窺
い

知
れ
ま
す
。

古
代
（
奈
良
時
代
・
平
安
時
代
）
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弥
勒
寺
東
遺
跡 

【
郡
衙
】

　
郡
衙
は
郡
に
置
か
れ
た
役
所
で
す
。
主
な
仕
事
は
、
戸
籍
の

作
成
に
よ
る
人
口
の
把
握
、
土
地
の
管
理
、
税
の
徴
収
お
よ
び

都
へ
の
輸
送
で
す
。
郡
衙
は
機
能
ご
と
に
お
お
ま
か
に
分
け

る
と
、
役
人
が
執
務
を
行
う
建
物
群
は
「
郡
庁
」
、
武
義
郡
各
地

か
ら
税
と
し
て
徴
収
し
た
米
を
保
管
す
る
建
物
は
「
正
倉
」
、

国
か
ら
の
使
者
を
も
て
な
す
宴
の
料
理
な
ど
を
作
る
建
物
は

「
厨
（
く
り
や
）
」
、
役
人
た
ち
が
宿
泊
す
る
建
物
は
「
館
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
遺
跡
は
全
国
で
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま

と
ま
っ
て
発
見
さ
れ
る
こ
と
は
と
て
も
貴
重
で
す
。

　
武
義
郡
衙
は
長
良
川
よ
り
一
段
高
い
河
岸
段
丘
上
に
作
ら

れ
て
お
り
、
洪
水
の
被
害
の
心
配
が
無
く
、
税
な
ど
の
物
資
は

川
を
利
用
し
た
運
搬
が
し
や
す
い
場
所
に
計
画
的
に
つ
く
ら

れ
ま
し
た
。

役所ならではの
道具たち

　『円面硯』は、古代の役人が文字を書くときに使用

しました。位の高い役人ほど大きな硯を使い、下級

役人は土器の裏側を利用していました(転用硯）。

　『把手付中空円面硯』は小型の硯で、把手と筆立

てが付く可能性がある痕跡が確認されています。体

部と把手の接合部に孔

が開き、水も携帯でき

たと考えられています。

　
現
在
の
池
尻
地
区
に
所
在
す
る
弥
勒
寺
の
西
、
池
尻
山

の
麓
に
位
置
し
ま
す
。
寺
院
跡
や
祭
祀
遺
跡
の
発
掘
調
査

で
は
「
大
寺
」
と
墨
で
書
か
れ
た
土
器
（
墨
書
土
器
）
が
多
く

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
が
古
代
の
正
式
な
名
称
は
不
明
で

す
。

　
こ
の
寺
院
は
七
世
紀
後
半
に
建
立
さ
れ
た
ム
ゲ
ツ
氏
の

氏
寺
（
一
族
の
権
力
を
示
す
寺
）
で
あ
り
、
壬
申
の
乱
の
論

功
行
賞
と
し
て
技
術
者
な
ど
の
援
助
を
受
け
建
立
し
た
可

能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
塔
の
礎
石
と
基
壇
（
地
面
を
突
き

固
め
て
一
段
高
く
造
成
し
た
も
の
）
、
塔
の
西
側
に
金
堂
の

基
壇
が
あ
り
、
北
に
は
講
堂
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
講
堂
・
塔
・
金
堂

の
配
置
か
ら
奈
良
県

の
法
起
寺
式
の
伽
藍

配
置
を
し
た
寺
院
で
、

川
原
寺
式
の
軒
丸
瓦

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

とってつきちゅうくうえんめんけん

※復元

把手付中空円面硯円面硯

えんめんけん

炭化米

正倉 （復元想定図）

「大寺」 と書かれた墨書土器

塔心礎 （塔の礎石）
寺院 （復元想定図）

※五重の塔は三重の塔の可能性もあると考えられています。
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弥
勒
寺
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【
寺
院
】

み

　ろ
く

　じ

　あ
と

じ
い
ん

み

　ろ
く

　じ 

ひ
が
し

ぐ
ん
が

　
郡
庁
院
は
役
人
が
仕
事
を
す
る
場
で
す
。
国
か
ら
来
た
役
人
を
迎
え
た

り
、
元
旦
に
は
広
場
で
儀
式
を
し
た
り
と
様
々
で
し
た
。

　
発
掘
調
査
で
は
、
掘
立
柱
塀
で
囲
ま
れ
た
東
西
約
五
〇
ｍ×

南
北
約
六

〇
ｍ
の
範
囲
に
漢
字
の
「
品
」
に
似
た
建

物
の
配
置
を
し
て
い
ま
す
。
中
央
の
五
間

×

二
間
の
身
舎
に
廂
が
付
く
最
も
大
き

な
建
物
を
「
正
殿
」
と
い
い
、
三
時
期
の
建

替
え
に
よ
る
変
遷
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
廂
を
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
建
物
の

格
式
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
正

殿
の
両
脇
の
南
北
に
長
い
建
物
は
「
脇

殿
」
と
い
い
ま
す
。
廂
は
付
き
ま
せ
ん
。
郡

司
は
正
殿
で
仕
事
を
し
て
、
下
級
の
役
人

た
ち
は
脇
殿
で
仕
事
を
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
正
倉
院
は
、
郡
各
地
か
ら
徴
収
し
た
税
を
保
管
し
て
い
た
倉
で

す
。
奈
良
県
の
東
大
寺
に
あ
る
「
正
倉
院
」
が
有
名
で
す
が
、
官
営

の
倉
を
正
倉
と
言
い
、
穀
類
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
税
は

「
租
」
と
言
わ
れ
、
稲
穂
（
稲
の
先
を
切
っ
た
だ
け
の
も
の
）
が
保
管

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
集
め
た
税
は
、
郡
名
・
中
身
・
量
を
木
札
に
書

い
た
「
荷
札
木
簡
」
を
括
り
付
け
て
都
へ
と
送
ら
れ
ま
し
た
。
他
に

も
、
緊
急
時
の
備
蓄
や
、
財
源
と
し
て
郡
の
整
備
な
ど
に
も
使
用

さ
れ
ま
し
た
。
倉
は
総
柱
建
物
と
い
っ
て
、
稲
穂
を
入
れ
る
と
と

て
も
重
く
な
る
た
め
、
床
が
抜
け
な
い
よ
う
床
を
支
え
る
柱
が
あ

る
の
が
特
徴
で
す
。

　
現
在
八
棟
の
正
倉
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
北
と
西
と
東
に
は
溝

が
掘
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
東
西
一
三
〇
ｍ
の
区
画
さ
れ
た
範
囲
に

三
時
期
と
み
ら
れ
る
変
遷
が
あ
り
ま
す
。
中
に
は
火
災
に
よ
っ
て

消
失
し
た
倉
が
あ
り
、
燃
え
て
炭
化
し
た
米
が
厚
く
堆
積
し
て
い

る
様
子
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
郡
衙
と
寺
院
か
ら
尾
根
を
挟
ん
だ
西
の
谷
間
に
位
置
す

る
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
の
遺
跡
で
す
。
こ
の

谷
間
で
は
、
池
尻
山
に
降
る
雨
が
山
肌
を
伝
い
、
ま
た
は
地

下
か
ら
湧
き
出
し
て
谷
川
を
形
成
し
て
長
良
川
へ
注
い
で

い
ま
し
た
。
清
ら
か
な
水
が
流
れ
、
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
て

隔
絶
さ
れ
た
特
別
な
空
間
で
は
盛
ん
に
祭
祀
が
行
わ
れ
て

い
た
痕
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
調
査
地
内
北
で
合
流
す
る
二
条
の

自
然
流
路
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
東
か
ら
流
れ
る
自
然

流
路
の
左
岸
で
は
、
長
さ
約
一
〇
ｍ
、
幅
約
一
二
〇
～
一
五

〇
㎝
の
溝
が
自
然
流
路
に
並
行
し
て
掘
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
溝
は
上
流
の
湧
水
を
引
き
込
む
狙
い
で
つ
く
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
溝
と
自
然
流
路
の
合
流
地
点
は
、

も
う
一
条
の
自
然
流
路
の
合
流
地
点
と
近
く
、
そ
の
合
流
地

点
に
は
方
形
の
舞
台
の
よ
う
に
見
え
る
張
出
し
が
作
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
曲
げ
物
や
土
器
の
底
に
わ
ざ
と

穴
を
あ
け
て
、
湧
水
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
に
埋
設
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
水
が
湧
き
出
る
よ
う
に
み
せ
て
い
ま
し
た
。
祭
祀

に
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
木
製
品
は
、
人
・
舟
・
刀
を
か

た
ど
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
木
製
品
も
自
然
流

路
や
溝
か
ら
出
土
し
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
水
に
関
し
た

祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

祭祀の様子 （復元想定図）

弥
勒
寺
西
遺
跡 

【
祭
祀
】

み

　ろ
く

　じ

　に
し

塔

金堂

講堂

さ
い
し

人形舟形

史跡指定範囲

発掘調査範囲

飛鳥・白鳳～奈良時代

奈良～平安時代

正倉検出状況

郡庁

（復元想定図 )

 ３

 ４

 ５

 ６

 ７

 ８

 ９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

原

始

古

代

中

世

近

世

近

・
現
代令和

平成

昭和

大正

江戸

室町

鎌倉

平安

奈良

古墳

弥生

旧石器

縄文

(飛鳥）

南北朝

安土桃山

明治

世
紀

時
代

弥
勒
寺
官
衙
遺
跡
群

郡
庁
院

正
倉
院

　
池
尻
字
弥
勒
寺
を
中
心
に
所
在
す
る
こ
の
遺
跡
群
は
、
北

か
ら
流
れ
る
長
良
川
が
山
王
山
に
行
く
手
を
阻
ま
れ
鋭
角
に

西
へ
と
進
路
を
変
え
た
内
側
の
河
岸
段
丘
上
に
位
置
し
て
い

ま
す
。
古
代
の
地
方
支
配
の
様
相
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
と

て
も
貴
重
な
遺
跡
群
と
し
て
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
史
跡

公
園
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
遺
跡
群
は
、
古
墳
「
池
尻
大
塚
古
墳
」
・
寺
院
跡
「
弥
勒

寺
跡
」
・
古
代
の
役
所
「
弥
勒
寺
官
衙
遺
跡
（
弥
勒
寺
東
遺

跡
）
」
に
加
え
て
、
美
濃
市
大
矢
田
に
あ
る
弥
勒
寺
跡
か
ら

出
土
し
た
瓦
を
焼
い
た
窯
跡
「
丸
山
古
窯
跡
」
を
含
め
た
総

称
で
す
。
そ
し
て
現
時
点
で
は
国
指
定
史
跡
に
含
ま
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
役
所
と
寺
院
に
関
連
し
た
遺
跡
と
し
て
、
古
墳

と
寺
院
跡
の
間
に
あ

る
谷
か
ら
弥
勒
寺
西

遺
跡
が
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は

谷
か
ら
湧
き
出
る
水

辺
で
祭
祀
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
遺
跡
か

ら
、
古
く
は
古
墳
を

築
い
た
有
力
者
一
族

の
ム
ゲ
ツ
氏
が
、
古

代
に
は
中
央
か
ら
仏

教
な
ど
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
寺
院
を

築
き
、
祭
祀
を
お
こ

な
い
な
が
ら
武
義
郡

の
郡
衙
（
郡
の
役
所
）

で
郡
司
（
郡
の
役
人
）

と
し
て
支
配
・
管
理

を
す
る
様
子
が
窺
い

知
れ
ま
す
。

古
代
（
奈
良
時
代
・
平
安
時
代
）
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北
後
遺
跡 

（
市
平
賀
）

　
津
保
川
右
岸
の
氾
濫
原
か
ら
広
が
る
低
位
段
丘
地
帯
に
位

置
し
ま
す
。
富
岡
小
学
校
の
西
に
広
が
る
旧
水
田
地
帯
で
行

わ
れ
て
い
る
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
い
、
平
成
二
五
年
（
二

〇
一
三
）
か
ら
平
成
三
一
年
（
二
〇
一
九
）
ま
で
の
三
次
に
わ

た
る
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
遺
跡
で
す
。
約
二
〇

棟
の
竪
穴
建
物
跡
を
発
見
し
ま
し
た
。
奈
良
か
ら
平
安
時
代

初
め
頃
の
集
落
跡
で
す
。

　
大
型
の
も
の
で
、
約
五
ｍ×

四
ｍ
の
竪
穴
建
物
が
発
見
さ

れ
、
住
居
の
壁
付
近
に
は
、
煙
道
（
住
居
の
外
へ
煙
を
出
す
）
と

カ
マ
ド
跡
（
火
の
熱
に
よ
っ
て
土
が
赤
く
変
色
し
て
い
る
）
も

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
カ
マ
ド
跡
付
近
か
ら
は
土
器
も
多
く
発

見
さ
れ
て
お
り
、
煮
炊
き
に
使
用
し
て
表
面
に
ス
ス
が
付
く

土
師
器
の
甕
や
、
水
を
貯
め
る
須
恵
器
の
甕
や
須
恵
器
の
坏

な
ど
人
々
の
生
活
の
痕
跡
が
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
市
内
で

発
見
さ
れ
て
い
る
他
の
住
居
跡
と
比
較
す
る
と
特
徴
的
な
部

分
が
有
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
竪
穴
建
物
の
床
に
小
石
が
と
て
も

多
い
事
と
、
柱
穴
が
不
明
瞭
な
事
で
す
。
他
の
遺
跡
の
住
居
跡

で
は
、
貼
床
（
土
を
盛
っ
て
硬
い
床
を
作
る
）
が
あ
る
遺
跡
も

見

ら

れ

ま

す

。
し

か

し
、
こ
の
遺
跡
の
住
居

跡
の
多
く
は
貼
床
は

確
認
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
建
物
を

支
え
る
柱
は
住
居
跡

の
中
に
穴
を
掘
っ
て

埋
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
集
落
の
大

半
は
こ
れ
ら
の
痕
跡

が
無
い
こ
と
か
ら
一

時
的
に
使
用
す
る
住

居
で
は
な
い
か
と
も

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

き
た
う
し
ろ

　
そ
の
他
に
は
、
墨
書
土
器
（
墨
で
文
字
が
書
か
れ
た
土
器
）
が
多
く
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
古
代
で
は
文
字
は
限
ら
れ
た
人
し
か
書
か
ず
、
郡
衙
に
関

係
し
た
遺
跡
か
ら
は
多
く
発
見
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
文
字
が
書
か
れ
て
お
り
、
吉
祥
句
（
縁
起
が
い
い
言
葉
）
な

ど
祭
祀
に
関
す
る
文
字
や
、
使
用

も
し
く
は
保
管
と
い
っ
た
場
所

を
表
す
も
の
、
用
途
を
表
す
も

の
、
そ
の
他
に
記
号
や
絵
が
書
か

れ
て
い
る
土
器
も
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
北
後
遺
跡
で
は
、「
東
」

「
万
福
」「
大
工
」
と
い
っ
た
文
字

が
書
か
れ
た
須
恵
器
が
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
、
漆
が
付
着
し
て
い

る
須
恵
器
の
坏
身
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。
漆
も
当
時
は
貴
重
品

で
し
た
。

　
こ
う
し
た
墨
書
土
器
や
漆
付

き
須
恵
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
北
後
遺
跡
も
郡
衙
と

の
関
係
が
あ
っ
た
可
能
性
が
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

古代の人々の生活道具
　古代には、古墳時代から続いて土師器と須恵器が主に使用されまし

た。美濃須衛古窯跡群（岐阜県岐阜市北部から各務原市北東部にかけ

て）は、古代の須恵器の一大生産地でした。平安時代になると須恵器生

産が下火になり猿投窯（愛知県）では須恵器に加えて灰釉陶器という新

しい器種が作られ、次第に東濃地方にも生産技術が広まりました。

　須恵器は土師器とは異なり、窯の中で還元焔焼成（酸素を遮断）によって作られます。窯を使用して高温で

焼くことができるので一般的に青灰色の硬い土器に仕上がります。土師器に比べて水分を吸収しにくいため、

甕や壺といった貯蔵に多く使用されています。集落の遺跡からは甕や壺に加えて坏（現在の茶碗に似た器）と

その蓋が多く発見されています。灰釉陶器は、植物の灰を釉薬としてかけて焼いた陶器です。釉薬は焼成する

と透明・淡黄色・淡緑色・緑色のガラス質に変化します。　

榿ノ木洞遺跡の集落の出土品

生産地がわかる須恵器!?
　美濃（国）刻印須恵器は、須恵器に「美濃」・「美濃国」と国の名前が印された

土器です。全国で唯一美濃だけ国名が土器に印されています。

　この須恵器は、老洞窯跡群（岐阜市芥見）で生産されました。

　この岐阜県で生産された須恵器は、神奈川県や大阪府の遺跡からも発見さ

れています。全国で発見された139点のうち10点は関市で発見されました。全国

的にみると平城京など都・官衙・寺院・祭祀関連といった遺跡からの発見が多

く政治的な背景があるとみられています。

　関市での発見例は、集落遺跡である重竹遺跡で５点、大杉遺跡から２点、榿

ノ木洞遺跡で１点が発見されています。このことから、郡衙との強いかかわり

があった集落と考えられます。 美濃（国）刻印須恵器 （重竹遺跡）

は
ん

　の

　き

　ぼ
ら

　こ

　よ
う
あ
と

榿
ノ
木
洞
古
窯
跡 

（
下
有
知
）

　
八
世
紀
の
須
恵
器
を
焼
い
た
窯
（
二
号
窯
）
と
、
灰
釉
陶
器
や

瓦
を
焼
い
た
窯
（
一
号
窯
）
の
二
基
の
窯
跡
で
す
。
窖
窯
（
あ
な
が

ま
）
と
い
わ
れ
、
山
の
斜
面
な
ど
傾
斜
地
に
穴
を
掘
っ
て
造
っ
た

窯
で
す
。
灰
釉
陶
器
は
文
字
や
絵
が
ヘ
ラ
で
書
か
れ
た
特
殊
な

も
の
が
数
多
く
出
土
し
ま
し
た
。
隣
接
す
る
古
墳
時
代
か
ら
続

く
榿
ノ
木
洞
遺
跡
で

は

、
古

墳

時

代

を

含

め
、
お
よ
そ
一
〇
〇
軒

の
竪
穴
建
物
が
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、「
美
濃
（
国
）
」
刻
印

須
恵
器
が
こ
の
集
落

で
も
発
見
さ
れ
て
い

ま

す

。
古

代

の

窯

跡

（
榿
ノ
木
洞
古
窯
）
が

隣
接
す
る
こ
と
か
ら
、

窯
で
働
い
て
い
た
工

人
の
集
落
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

す
え

ぼ
ら

　こ

　よ
う
あ
と

末
洞
古
窯
跡 

（
下
有
知
・
尾
太
町
）

　
榿
ノ
木
洞
古
窯
跡
と
同
様
に
傾
斜

面
か
ら
灰
釉
陶
器
を
生
産
し
て
い
た

窯
が
二
基
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
碗
や

皿
が
大
半
で
、
そ
の
形
状
か
ら
一
〇
世

紀
前
葉
ご
ろ
に
操
業
し
て
い
た
と
み

ら
れ
て
お
り
関
地
域
北
部
で
行
わ
れ

た
灰
釉
陶
器
生
産
の
最
末
期
の
窯
跡

で
す
。

た

　の

　ぼ
ら

　こ

　よ
う
あ
と

田
之
洞
古
窯
跡 

（
黒
屋
）

　
昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）
に
関
高
等
学
校
社
会
研
究
部
に

よ
っ
て
試
掘
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
窯
跡
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
の
試
掘
調
査
に
よ
っ

て
、
九
世
紀
末
か
ら
一
〇
世
紀
初
頭
の
一
基
の
灰
釉
陶
器
を
生
産

し
た
窯
を
発
見
し
ま
し
た
。
少
な
く
と
も
三
回
の
修
復
を
行
っ
て

操
業
を
し
て
い
た
事
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
窯
で
焼
か
れ
た
製

品
以
外
に
も
窯
道
具
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
馬
爪
形
焼
台
（
傾
斜

し
た
窯
の
中
で
製
品
を
置
く
た
め
の
平
坦
面
を
つ
く
る
台
）
が
多

く
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
古
窯
跡

　
現
在
の
テ
ク
ノ
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
辺
り
に
は
、
榿
ノ
木
洞
古
窯
・
末

洞
古
窯
・
田
之
洞
古
窯
な
ど
の
他
に
も
、
池
之
洞
古
窯
・
砂
行
古
窯

が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
榿
ノ
木
洞
古
窯
（
一
号
窯
）
以
外
は
す
べ

て
灰
釉
陶
器
の
窯
跡
で
、
ま
と
め
て
「
関
市
北
部
古
窯
跡
群
」
と
し

て
い
ま
す
。
　
灰
釉
陶
器
は
、
古
代
に
は
最
高
の
価
値
が
あ
っ
た
中

国
製
の
青
磁
な
ど
の
代
用
品
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
陶
器
で
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
窯
跡
は
短
期
間
で
操
業
を
停
止
し
、
こ
の

地
で
は
そ
れ
以
降
の
窯
跡
は
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

板
取
の
古
代

　
古
代
の
遺
跡
が
関
市
の
南
部
に
集
中
す
る
な
か
で
、
板
取
地

域
も
多
く
の
古
代
の
遺
跡
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
杉
原
～

中
切
地
区
と
門
出
～
老
洞
地
区
に
は
須
恵
器
や
鏡
が
発
見
さ
れ

た
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
）
の
合

併
以
前
に
板
取
村
で
行
わ
れ
た
調
査
に
よ
る
も
の
が
大
半
で
あ

り
、
近
年
の
発
掘
調
査
で
は
発
見
が
な
い
た
め
、
今
後
の
調
査
に

よ
っ
て
古
代
の
集
落
遺
跡
な
ど
、
さ
ら
な
る
発
見
が
強
く
期
待

さ
れ
ま
す
。

２号窯 1号窯

窯体全景

馬爪形焼台

焼台に熔着した碗と皿

い
た

ど
り

竪穴建物

『
大
工
』

『
東
』

墨書土器
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北
後
遺
跡 

（
市
平
賀
）

　
津
保
川
右
岸
の
氾
濫
原
か
ら
広
が
る
低
位
段
丘
地
帯
に
位

置
し
ま
す
。
富
岡
小
学
校
の
西
に
広
が
る
旧
水
田
地
帯
で
行

わ
れ
て
い
る
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
い
、
平
成
二
五
年
（
二

〇
一
三
）
か
ら
平
成
三
一
年
（
二
〇
一
九
）
ま
で
の
三
次
に
わ

た
る
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
遺
跡
で
す
。
約
二
〇

棟
の
竪
穴
建
物
跡
を
発
見
し
ま
し
た
。
奈
良
か
ら
平
安
時
代

初
め
頃
の
集
落
跡
で
す
。

　
大
型
の
も
の
で
、
約
五
ｍ×

四
ｍ
の
竪
穴
建
物
が
発
見
さ

れ
、
住
居
の
壁
付
近
に
は
、
煙
道
（
住
居
の
外
へ
煙
を
出
す
）
と

カ
マ
ド
跡
（
火
の
熱
に
よ
っ
て
土
が
赤
く
変
色
し
て
い
る
）
も

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
カ
マ
ド
跡
付
近
か
ら
は
土
器
も
多
く
発

見
さ
れ
て
お
り
、
煮
炊
き
に
使
用
し
て
表
面
に
ス
ス
が
付
く

土
師
器
の
甕
や
、
水
を
貯
め
る
須
恵
器
の
甕
や
須
恵
器
の
坏

な
ど
人
々
の
生
活
の
痕
跡
が
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
市
内
で

発
見
さ
れ
て
い
る
他
の
住
居
跡
と
比
較
す
る
と
特
徴
的
な
部

分
が
有
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
竪
穴
建
物
の
床
に
小
石
が
と
て
も

多
い
事
と
、
柱
穴
が
不
明
瞭
な
事
で
す
。
他
の
遺
跡
の
住
居
跡

で
は
、
貼
床
（
土
を
盛
っ
て
硬
い
床
を
作
る
）
が
あ
る
遺
跡
も

見

ら

れ

ま

す

。
し

か

し
、
こ
の
遺
跡
の
住
居

跡
の
多
く
は
貼
床
は

確
認
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
建
物
を

支
え
る
柱
は
住
居
跡

の
中
に
穴
を
掘
っ
て

埋
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
集
落
の
大

半
は
こ
れ
ら
の
痕
跡

が
無
い
こ
と
か
ら
一

時
的
に
使
用
す
る
住

居
で
は
な
い
か
と
も

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

き
た
う
し
ろ

　
そ
の
他
に
は
、
墨
書
土
器
（
墨
で
文
字
が
書
か
れ
た
土
器
）
が
多
く
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
古
代
で
は
文
字
は
限
ら
れ
た
人
し
か
書
か
ず
、
郡
衙
に
関

係
し
た
遺
跡
か
ら
は
多
く
発
見
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
文
字
が
書
か
れ
て
お
り
、
吉
祥
句
（
縁
起
が
い
い
言
葉
）
な

ど
祭
祀
に
関
す
る
文
字
や
、
使
用

も
し
く
は
保
管
と
い
っ
た
場
所

を
表
す
も
の
、
用
途
を
表
す
も

の
、
そ
の
他
に
記
号
や
絵
が
書
か

れ
て
い
る
土
器
も
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
北
後
遺
跡
で
は
、「
東
」

「
万
福
」「
大
工
」
と
い
っ
た
文
字

が
書
か
れ
た
須
恵
器
が
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
、
漆
が
付
着
し
て
い

る
須
恵
器
の
坏
身
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。
漆
も
当
時
は
貴
重
品

で
し
た
。

　
こ
う
し
た
墨
書
土
器
や
漆
付

き
須
恵
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
北
後
遺
跡
も
郡
衙
と

の
関
係
が
あ
っ
た
可
能
性
が
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

古代の人々の生活道具
　古代には、古墳時代から続いて土師器と須恵器が主に使用されまし

た。美濃須衛古窯跡群（岐阜県岐阜市北部から各務原市北東部にかけ

て）は、古代の須恵器の一大生産地でした。平安時代になると須恵器生

産が下火になり猿投窯（愛知県）では須恵器に加えて灰釉陶器という新

しい器種が作られ、次第に東濃地方にも生産技術が広まりました。

　須恵器は土師器とは異なり、窯の中で還元焔焼成（酸素を遮断）によって作られます。窯を使用して高温で

焼くことができるので一般的に青灰色の硬い土器に仕上がります。土師器に比べて水分を吸収しにくいため、

甕や壺といった貯蔵に多く使用されています。集落の遺跡からは甕や壺に加えて坏（現在の茶碗に似た器）と

その蓋が多く発見されています。灰釉陶器は、植物の灰を釉薬としてかけて焼いた陶器です。釉薬は焼成する

と透明・淡黄色・淡緑色・緑色のガラス質に変化します。　

榿ノ木洞遺跡の集落の出土品

生産地がわかる須恵器!?
　美濃（国）刻印須恵器は、須恵器に「美濃」・「美濃国」と国の名前が印された

土器です。全国で唯一美濃だけ国名が土器に印されています。

　この須恵器は、老洞窯跡群（岐阜市芥見）で生産されました。

　この岐阜県で生産された須恵器は、神奈川県や大阪府の遺跡からも発見さ

れています。全国で発見された139点のうち10点は関市で発見されました。全国

的にみると平城京など都・官衙・寺院・祭祀関連といった遺跡からの発見が多

く政治的な背景があるとみられています。

　関市での発見例は、集落遺跡である重竹遺跡で５点、大杉遺跡から２点、榿

ノ木洞遺跡で１点が発見されています。このことから、郡衙との強いかかわり

があった集落と考えられます。 美濃（国）刻印須恵器 （重竹遺跡）

は
ん

　の

　き

　ぼ
ら

　こ

　よ
う
あ
と

榿
ノ
木
洞
古
窯
跡 

（
下
有
知
）

　
八
世
紀
の
須
恵
器
を
焼
い
た
窯
（
二
号
窯
）
と
、
灰
釉
陶
器
や

瓦
を
焼
い
た
窯
（
一
号
窯
）
の
二
基
の
窯
跡
で
す
。
窖
窯
（
あ
な
が

ま
）
と
い
わ
れ
、
山
の
斜
面
な
ど
傾
斜
地
に
穴
を
掘
っ
て
造
っ
た

窯
で
す
。
灰
釉
陶
器
は
文
字
や
絵
が
ヘ
ラ
で
書
か
れ
た
特
殊
な

も
の
が
数
多
く
出
土
し
ま
し
た
。
隣
接
す
る
古
墳
時
代
か
ら
続

く
榿
ノ
木
洞
遺
跡
で

は

、
古

墳

時

代

を

含

め
、
お
よ
そ
一
〇
〇
軒

の
竪
穴
建
物
が
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、「
美
濃
（
国
）
」
刻
印

須
恵
器
が
こ
の
集
落

で
も
発
見
さ
れ
て
い

ま

す

。
古

代

の

窯

跡

（
榿
ノ
木
洞
古
窯
）
が

隣
接
す
る
こ
と
か
ら
、

窯
で
働
い
て
い
た
工

人
の
集
落
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

す
え

ぼ
ら

　こ

　よ
う
あ
と

末
洞
古
窯
跡 

（
下
有
知
・
尾
太
町
）

　
榿
ノ
木
洞
古
窯
跡
と
同
様
に
傾
斜

面
か
ら
灰
釉
陶
器
を
生
産
し
て
い
た

窯
が
二
基
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
碗
や

皿
が
大
半
で
、
そ
の
形
状
か
ら
一
〇
世

紀
前
葉
ご
ろ
に
操
業
し
て
い
た
と
み

ら
れ
て
お
り
関
地
域
北
部
で
行
わ
れ

た
灰
釉
陶
器
生
産
の
最
末
期
の
窯
跡

で
す
。

た

　の

　ぼ
ら

　こ

　よ
う
あ
と

田
之
洞
古
窯
跡 

（
黒
屋
）

　
昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）
に
関
高
等
学
校
社
会
研
究
部
に

よ
っ
て
試
掘
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
窯
跡
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
の
試
掘
調
査
に
よ
っ

て
、
九
世
紀
末
か
ら
一
〇
世
紀
初
頭
の
一
基
の
灰
釉
陶
器
を
生
産

し
た
窯
を
発
見
し
ま
し
た
。
少
な
く
と
も
三
回
の
修
復
を
行
っ
て

操
業
を
し
て
い
た
事
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
窯
で
焼
か
れ
た
製

品
以
外
に
も
窯
道
具
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
馬
爪
形
焼
台
（
傾
斜

し
た
窯
の
中
で
製
品
を
置
く
た
め
の
平
坦
面
を
つ
く
る
台
）
が
多

く
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
古
窯
跡

　
現
在
の
テ
ク
ノ
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
辺
り
に
は
、
榿
ノ
木
洞
古
窯
・
末

洞
古
窯
・
田
之
洞
古
窯
な
ど
の
他
に
も
、
池
之
洞
古
窯
・
砂
行
古
窯

が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
榿
ノ
木
洞
古
窯
（
一
号
窯
）
以
外
は
す
べ

て
灰
釉
陶
器
の
窯
跡
で
、
ま
と
め
て
「
関
市
北
部
古
窯
跡
群
」
と
し

て
い
ま
す
。
　
灰
釉
陶
器
は
、
古
代
に
は
最
高
の
価
値
が
あ
っ
た
中

国
製
の
青
磁
な
ど
の
代
用
品
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
陶
器
で
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
窯
跡
は
短
期
間
で
操
業
を
停
止
し
、
こ
の

地
で
は
そ
れ
以
降
の
窯
跡
は
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

板
取
の
古
代

　
古
代
の
遺
跡
が
関
市
の
南
部
に
集
中
す
る
な
か
で
、
板
取
地

域
も
多
く
の
古
代
の
遺
跡
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
杉
原
～

中
切
地
区
と
門
出
～
老
洞
地
区
に
は
須
恵
器
や
鏡
が
発
見
さ
れ

た
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
）
の
合

併
以
前
に
板
取
村
で
行
わ
れ
た
調
査
に
よ
る
も
の
が
大
半
で
あ

り
、
近
年
の
発
掘
調
査
で
は
発
見
が
な
い
た
め
、
今
後
の
調
査
に

よ
っ
て
古
代
の
集
落
遺
跡
な
ど
、
さ
ら
な
る
発
見
が
強
く
期
待

さ
れ
ま
す
。

２号窯 1号窯

窯体全景

馬爪形焼台

焼台に熔着した碗と皿

い
た

ど
り

竪穴建物

『
大
工
』

『
東
』

墨書土器
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原

始
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中

世

近
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近

・
現
代令和

平成

昭和

大正

江戸

室町

鎌倉

平安

奈良

古墳

弥生

旧石器

縄文

(飛鳥）

南北朝

安土桃山

明治

世
紀

時
代

古
代
（
奈
良
時
代
・
平
安
時
代
）
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